
活動名：第２０回喜多方市長杯蔵のまちフットサルフェスティバル６年生大会 

日程：平成２８年１月３０日（土）～３１日（日） 

会場：喜多方市押切川公園体育館 

参加：T６クラス選抜（リフティング上位者）８名 

帯同：熊坂・渡邉コーチ・貝和スタッフ 

対戦相手： 

予選リーグ 

初日 

◯ＶＳ  ヴェルジナーレ 

◯ＶＳ  喜多方南部 

●ＶＳ  会津サントス 

※２位で決勝トーナメント進出 

２日目 

●ＶＳ  五泉ＤＥＶＡ 

◯ＶＳ  熊倉 

◯ＶＳ  ＢＯＡＢＩＳＴＡ 

結果：５位（１６チーム中） 

報告：熊坂コーチ 

 

１月３０・３１日に開催されました喜多方市長杯 蔵のまちフットサルフェスティバル６

年生大会に参加しました。  

 今年の６年生は人数が多い事から試合経験を優先し喜多方、小野、ガールズの３つの大

会にそれぞれ選抜選手で参加する事をコーチ会議で決定させて頂きました。 

 今回の喜多方にはリフティング回数上位の８名が参加しました。 

 

 選手達の実力からすると優勝も狙えるのではないかと大きな期待と信頼を持って大会に

挑みました。 

またこの大会に参加する選手達にとってはアーレでの最後の大会となりますので最高の仲

間と最高の時間を楽しんで欲しいと思いました。 

 

 選手達には今までやってきた事の集大成として「攻守の切替を早くする」「１対１で負け

ない」「運動量で負けない」「積極的にシュートを狙いにいく」という課題を与えました。

また試合の中でミスを恐れずにアイディアを沢山出してチャレンジして欲しいとも話しま

した。 

 

 結果は残念ながら５位でした。 



 選手達にはリラックスして試合に臨んで全力を出せるように笑顔溢れるアップを心掛け

ていたのですが試合になるとどこかいつもと違いました。体の上ではリラックスしている

ようでしたが頭の片隅に「最後の大会」「負けたら終わり、ミスは出来ない」というプレッ

シャーを感じていたのかも知れません。 

そのプレッシャーを取り払ってあげる事が出来なかったのは私の責任だと深く反省してい

ます。 

 アップ、試合前後のミーティング、試合中のコーチング、選手交代、試合の合間の過ご

し方、全てにおいて私なりに全力で取り組みましたが力不足で勝たせてあげる事が出来ず

選手、ご父兄の皆様、応援してくれたアーレの方々にとても申し訳なく思います。本当に

すみませんでした。 

 

 技術があっても相手の気迫に負けては勝つ事が出来ない。サッカーの難しさ、厳しさを

改めて実感させられた大会となりました。 

 

 トーナメント初戦で負けてしまいましたが気持ちを切り替えて選手達は残りの２試合を

全力で戦ってくれました。最後の試合では入団した頃の選手達を思い出し涙を堪えるのに

必死でした。タイムアウトでも言葉が詰まり一言しか声を掛ける事が出来ませんでした。 

 アーレ最後の試合、みんな逞しくなり本当に格好良かったです。最高の試合をありがと

う！ 

 

 アーレでの活動が残り少ないですが次のステージへ向けてコーチ達も精一杯指導してい

きたいと思います。これからの時間をより大切に頑張りましょう！ 

 

 次のステージへ向けて 

◯ファーストコンタクト 

 試合が始まり最初の相手とのコンタクト。気迫を前面に出して相手を引かせる事が大事

です。 

 

◯工夫・アイディア 

 同じ攻撃を繰り返していると相手に読まれてしまいます。相手を惑わせる為に試合の中

で工夫・アイディアが必要です。常に頭で考え相手の裏をかく事が大事です。 

 

◯シュート 

 相手のキーパーが素晴らしい時にロングレンジやミドルレンジからのシュートは入りま

せん。タイミングをずらしたり、キーパーの体勢を崩してゴールを狙う事が大事です。 

またシュートを打つ時に「必ず決める」という思いを持って打つ事も大事です。何となく



打っているシュートは決める事が出来ないものです。 

 

以上が今大会で私が感じた事です。 

負けた悔しさを今後のサッカー人生に生かす為に考えてみて下さい。 

 

 

 喜多方サッカー協会様、２０回記念大会おめでとうございます。 

懇親会で大会設立のご苦労の話を聞いて感動させて頂きました。 

このような素晴らしい大会をいつまでも続けられる事を心より祈っております。また、今

後とも宜しくお願いします。 

 

 大会にされました関係者の皆様、お世話になりました。各チーム特徴がありとても勉強

になりました。また懇親会でも色々な話を聞かせて頂き刺激になりました。ありがとうご

ざいました。また来年お会い出来る事を楽しみにしています。 

 

 ２日間雪の中喜多方まで応援に来て下さいましたご父兄の皆様、ありがとうございまし

た。 

 選手達を最高の舞台へ立たせてあげる事が出来ず大変申し訳ありませんでした。皆様の

期待を裏切ってしまいすみませんでした。 

 最後の試合前の挨拶は選手達が自分達の意志でご父兄の皆様へ挨拶に向かいました。選

手達のご父兄への感謝の気持ちを表してくれました。感謝の気持ちを忘れないとても立派

な人間に育ってくれました。 

 試合でも精一杯頑張ってくれた選手達を沢山、沢山褒めてあげて下さい。最高の子供達

ですね。 

 残り僅かとなりますが今後もアーレの活動にご協力の程、宜しくお願いします。 

 

 ２日目に応援に来てくれた５年生とご父兄の皆様ありがとうございました。皆さんの応

援は心強く、またチームの結束力を強く感じ、アーレは最高の選手とご父兄に支えられて

いると感動しました。これからもアーレの活動にご協力をお願いします。 

 

コーチ：熊坂 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


